













【方法】対象は、HFPDD の診断を受けている小学生(高学年)8 名、中学生 9 名、高校生 4
名、大学生 5 名の計 26 名。「相互交渉スキルプログラム」の構成は、①対人葛藤場面の提
示(２種類)、②登場人物Ａ・Ｂの要求（したいこと）とその理由を考える、③Ａの立場に
立って、ＡもＢも納得できる解決案を考える、④③で考えた解決案を用いての話し合いの
練習（ロールプレイ）、⑤話し合いの仕方についての振り返り、であり、2 時間半のセッショ
ンを 3 セッション実施した。プログラムの実施に関する全体進行者は１名で、参加した子
ども個々に対して小・中・高校生には担当スタッフが 1 名ずつ補助またはロールプレイの
相手役として関わった。 
 また、プログラムの効果測定として、プログラム実施の直前と直後に、「相互交渉スキル」
の認知的側面に相当する「対人交渉方略」に関する質問紙調査を行った。「対人交渉方略」
には０～３の４段階の発達レベルが設定されている。この調査では、３つの対人葛藤場面
それぞれにおいて、各発達レベルに対応した７つの方略が提示され、自分がどの方略をど
の程度とるのかを回答する。「絶対にしない」(１点)～「すると思う」（４点）の４段階評
定で得点化し、プログラムの前後での得点の差異について検討した。 
【結果と考察】プログラム実施前後に行った「対人交渉方略」の調査での各発達レベルの
方略の得点の平均値についてｔ検定(対応あり)を行った。有意差がみられた結果としては、
３つの場面のうち２つの場面で、プログラム実施の前後で、自分の要求を主張しないで引っ
込めてしまう方略(レベル１)の得点が下がり、自分と相手の両方にとって満足できるよう
な話し合いによる方略(レベル３)の得点が上昇した。残りの１場面では、衝動的に自分の
要求を押し通す方略(レベル０)の得点が下がり、自分と相手の要求を等しく考慮に入れな
がら、相手に働きかける(例：説得する)方略(レベル２)の得点が上昇した。  
当事者の行動面の変化については、担当スタッフによるプログラム後の当事者の行動観
察より、「仲間と意見が異なった場合、自分の意見を主張するだけでなくその理由も伝え、
相手の意見や理由も自分から尋ねるようになった」「『話し合いの仕方が分かった』と嬉し
そうにしていた」など、プログラムで身につけたことを実際の生活場面に応用できる子が
いる一方で、プログラムの中身は理解できているものの、日常の場面では実行できない子
もみられた。また、担当スタッフより「話し方(相手の目を見る・身体を向けるなど)は、
ロールプレイによって改善した」という報告が多くみられた。 
【結論】HFPDD 当事者を対象とした「相互交渉スキルプログラム」は、一定の効果がある
ことが示された。特にロールプレイを用いた話し合いの練習がスキルの理解と習得に効果
的であった。プログラムで習得したことを実生活で確実に応用・定着できるようにするこ
とが今後の検討課題である。 ＊本研究は心理学領域の学会誌に投稿予定である。 
